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」：期：平成12年 6 JI ~ 平成14年 3 月
漆芸修復家
勝又智志
オックスフォード大学付），儲 アシ ュ モリア ン美術節所）1淑の風絨flぷ絵ナイフアーン （以後本狡料と呼ぶ）は在
外 II 本古美術品',保存修復 · J•;.業の一塚として、平成12年 6 月 から 14年 3 月 までの22 ヶ ） l 11\J 、東京 1,1 、1 立文化財
研究所第ー修似室において修似したものである 。 初 ：：： I度はじにク リ ーニ ング、唸）l如 の強化と訓杏に 当 て、
次介炭に木地の接合と表而処埋そ し て 図 1(1i の 布I]作 をおこな っ た 。
概要
本製、黒漆塗りの洋食齢収納箱、 1 リ形の本休に可動式の盗を持ち、 矩形の）よ台がつく。令体を菊具螺釧で
飾り、 正面には風絨両 を「Iが絵で表す 。 木査料 と 同型のナイフア ー ンが米I ,~ 1 セ ーラ ム iiiのピーボディ ・エセ
ックスミュージアムに 2 碁保祁；； されている 。 18·111 :紀木か ら 19 1化紀初叫にかけてオランダは対立関係に あ っ
たイギリス船か らの攻撃を迎け、恥Ii奇貿易を続けるため数1111 にわたり 傭船 としてアメ リ カ船を派追してい
る 。 当 I―！り物館の イ ンベン トリ ー によると、 1801年アメ リ カ ・ セ ーラ ム船紐のサ ミュ エル ・ ガー ド ナー ・ ダ
一ビー船技か率いるマーガ レ ッ ト＇ル は、オランダIふI旗 を掲げ艮 l崎に人浩し多くの漆器、陶器、＇家具と とも
にナ イ フアーンを輸出した恥が判明 し て い る 。 本査料もまた、 その折輸出 されたものと 名え られてお り、
制作年代がはほ確定できる輸出漆粧と して貫伍なイ子在である 。 この作 111111 の名称である ナイフアーンのアー
ンとは、 古代ギリ シャのブ ドウ涵などの保存に使川 された珈であるアーンフォラーの形状を模 し て いると
'--ろ か ら名付けられたものである 。 18世紀 ヨーロッパではポンペイ の辿跡の発掘なども相ま っ てネオクラ
シックのデザイン様式が流行 しており、 このナイ フアーンも当時の流行を邸識した形状の一つ と 考えられ
る 。 (P13) (P72) 
形状お よび細部の仕様
蘇部は尖塔と反り面のある二段の甲面と側板で構成され、 蓋の上部を鮪の薄貝で 7 本の飾り 房に細かな花
綱 をループ状に繋ぎ、下段の反り面には同様に 8 本の飾り 房に 8 枚のドレープのついた布を切貝と微塵貝
で表している。 側板には、 短冊型の上下を丸く雄型と雌型に掻き 落 とした形状の切貝81本を 等間隔に並
｀、、 対角に 4 個の楕円を配し、その中を徽塵貝に平蒔絵で花器や花を表している 。 胴部正面には、縦16セ
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ンチ横11センチのアワビの菊具でIJH われた柘刊形の中 に、銅版刑を与したと 名えられる風鉗訓が非洲； に繊
細な蒔絵技法で表されて いる 。 令休 を り） 1: n け、じ絵 とし 、 中央の帆｝船 と 右側の人物そして 災凶骸の砲身の IHI い部
分は薄貝に金の付描で表され、帆 と 人物、災奉のイ i町 は削肉の 翡 1 /、If絵で4蘭かれている 。 側 1(riから背 1(1i にか
けては、 蓋部と同様の飾り切と大小 8 辿のループ状の花紺j を 配し 、 ー ト部の空間には各種の化 を 故 らしてし
る。現在この形状のナ イ フアーンは 1叫内外で 8 丸確認されているが、 胴部にこれ程の緻密な曲絵が施され
ている例は見あたらない。 (P14)
胴を支える庫ill部 は I坐と 判Iの 2 つの部材か らな り、金平ii対絵によ る 4 本の緑の 1 1\J に孫と同様の化縞l装飾が祖j
貝で施される 。
甚台は上部の円形の村I[:成 に対して炉形 とし、 ）WI! 部は利様の形態でまとめられる。各面に切具による界線 を
設け、反り面には、 切枝文を各而 2 イ1れ I ずつあ し らって いる 。
花形に切り抜かれた貝の表而は 、 それぞれ釧かな毛彫りが施され、表梢豊かな表現となっている 。 花の総
数は161個に及び、 種類も椅、桜、粘柾、 4+J·jなど 10種前後に分類できる。薄貝はすべて飽貝が使用され
反り面に対しても湖具を割 ることなく 貼り込んでいることから、 現代使用されている前．貝の厨みであ る
0 . 08か ら 0.1 ミリ 程度に加工した菊具 を膠を）l蓼砕材とし、 加熱した銭で貝の表而佃lから押し 当 て接約し た
ものと考えられる 。 (P73 )
壺は、本体中央の判1部 に内蔵された1り柱が硲と辿帖しており、 iii川 の外枠に支えられながら垂直にせり 上が
る機構にな っ てい る 。 蔽」 ：部 まで持ち I ·. げると、 1叶主のド部に貼 り付けた 2 枚の反りのある板材が）ムが
り、留め具 と なる仕掛けとな っ て い る 。 格糾jする際はこの餅板 を押 さえることに より I全l 重で正確な位附に
収まる巧みな構造である 。 盃公は柱とともに梨子地粉がJIふ かれ、 ）料き仕立とな っ ている。 (P 5) 
菟をあげた内部は刊段の雛)利に641 l i'i l の大小の穴が弩lj られ、硲の側板の内部 とともに、 和紙の裂打ちをした
緑色のビロード を貼 りめぐらしている 。 人小12本セッ ト のナイフ、フォークなどの銀食料が先端を」：に向
けた状態で納め られる柚造 とな っ ている 。 (P75 )
雛壇に奇lj られた孔か ら 覗 き込むと 正 l川の I!、'{絵部の災側 に 3 行の黒曹が確認できる 。 右か ら 「丑 とし 」
「四印前」 「清友作之」と府かれたものと名えられる 。 また釜 I日(1 i災には 「四 前」 の二文字の銀判があ
り、通し番号と 、」丁而の位 ;;り合わせの此え ~ 1:: きと考えられる。この品書につ いて本査料の所蔵館であ る 7
シュモリア ン美術館のオリバー イ ンピー教授は、 1998年発行のオ リエ ンタルアー ト の論文の中で本査料 と
ともに 4 基のナイフアーンを取り」：げ、その 中の一）1じであるプラ イ ベー トコレクションの内部の麦！翡 1り 中 に
ある 「木地師泊友」 と Ii i ] 一人物であるとし、 沿友 とは本地の制作者であり 、 ほほ同 II寺期 に制作されたこと
を裏付け る査料として紹介している 。 (P76) (P77) 
修復前の状態
蓋正面はイJ!ij板と 'I I板の接合部が切れ人 きな段数が牛じている 。 また 、 盗背 1 (1j は側板と 甲板に縦方向 に大
な亀裂が入る。このため充瑣材 と 息われる蔽 (I色の 卜地材がほぼ令）月 にわた っ て塗膜の上を毅った状態で
ある 。
下地材はオリジナルの硲朕と li iJ じレベルとするため 1仙l水ペーパーに よる 1iHJ料が行われており、周辺の塗）l及
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を激 し く痛めて い る 。 (P78) (P79) 
蘇製を見 る と亀裂が藍表か ら貫通した状態で入り、内張されたビロードも 裂けている 。 ビ ロ ー ド の端を見
ると木地を固定するための黒色の充堀材がはみ出して い る 。競は柱 と 先端に取り 付け ら れた尖塔に挟 ま る
形で防は されているが、 取 り付けが不十分なため前方向に傾 き、さらに柱を 中心 に 回転 して正面を維持す
ることが出来ない状態である 。 (P80)
硲下部 に作 られた玉縁は下地の型引 きで作 られて い るが、 翌の間 l州 に伴い各所で亀裂を起こ し て いる 。 大
c な欠損部は玉緑の形状を模 して補修がされて い るが、ラ ミン と 、息われる木材をケミカルな接豹剤で貼り
付け 、 サン ドペーパーで研磨 した状態 と考え ら れる 。 ）祠辺の塗jj莫も 同 II寺に研既 さ れ下地が巌出 して いる 。
断 I (1j が函出 し た下地 を観察する と 0.7 ミ リ ほどの下地｝り＇．．に 三 ）N の粒度の辿 う下地がそれぞれ二 1111 前後塗布
れていることが分か る 。 漆下地に比較してこの Iヽ｀地 は僅かな水分にも弱く、 ）l慧を ）I蓼牙''j°·材 と し ているもの
と 名： えら れる 。 (P81)
加飾に使川 さ九た具は各所で剥離し欠損も多数見 られる 。
蓋の側而は艶 を紺持するためであ ろう か、過剰な靡 き により 具の際が）禁耗 している 。 また表面i に は i'I 濁し
た被膜が）早くかぶ り、 貝や蒔絵の色訓を鈍いものにして ·c,1 。
f. 1 (1i の 1 1,li絵の 人物や船など貝の部分にも 同様の処理が兄 ら れる 。 お そらく 具の儀1 ] /1.lffの辿行 を 」上めるため 、
使川 した修復材料が変質 し 臼濁した ものと考えられる 。 (P82 )
J!l ,iJ 部 は仝体に 塗面の退色が著 しく、 本来は黒色であ っ た ものが褐色に変色 し、各所に縦方向に流れる よ う
な染み状の色斑が発生 し て い る 。 こ れ らは整）l莫の表而 に紺滋 した水分が流れ、 1 り疫乾媒するという 状態が
紐り返された結果ではないか と考えられる。墜）l災表而 を観探すると糸Ill かな断文が一Tt't i に 人 り 、艶が失せて
い る 。 このような塗膜の劣化は 、 手油や水などがイ＜川 、1,揺 についた和）文でも 収 り返しのつかないダメージと
t,- りかねな い 。 (P83 )
剌 1 部 は木地の乾燥に墜膜がつ い て いけず激し く 糸i]/i\jr, している 。 胴部 との核合部には ）l蓼がn欠 き 出 してお り、
討濱による水分の抜けない状態が長期間猷続したものと名えられる 。 払J仇の劉l炎の劣化は化、『 に激しく 、断
文 に加えてその隙間 に何 ら かの汚れが我い込んだ状態が兄 られる。 ）jl;JI部は水分の彩評か ら か、 ほと ん どの
剛l如が下地か ら崩れ る よ うに糸lj 位ll1i し て い る 。 (P84 ) (P85) 
修似
修後は、 日 本の国指定文化財に適応さ れる現状保存修似の原則 に基づい て行う こととした。 削ll部の仕様に
いては東京国立文化財研究所第ー修復技術研究室長、加藤寛氏、所蔵館ア シュ モ リ ア ン美術館・教授、 オ
リ バー イ ン ピー氏と協議 した上で実施した。
1 . 本作は塗 り 直 し を 目 的として簡略な修理が施 さ れた途中の状態であ る ことか ら、全ての補修材料を除
ミ し原状に戻すこととした。
2 . 剥離した貝 につ いては接着のみとし、欠損 し た貝の後補はおこ なわな い 。
3 . 金具の欠損は補わない 。
4 . 塗膜は復元せず、下地の状態で仕上げとする 。
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1 全体 を毛枠で掃き、 1外翡や袷製に残留した埃を払い落 と し た 。
2 竹箆に純水を含ませた綿イh を 巻 き 付け、ごくわずかずつ朽れを落 と した 。
3 剥落の危険のある箇所には釧か く 切 っ た）(f(i皮紙 を糊貼 り し仮止め を施した 。
4 蛉部 に被 っ た下地材を刀で11Wかずつ削 り洛 と し た 。 （
5 塗jj応が現れてきたとこ ろで綿枠に こ く 少古しの 1叶仰悛エチ）レ を 合 ま せ、浴けたパテ剤が）ムが らな い ように
注邸し、綿棒に吸い込ませ る よ うに し て表訓 に残 っ た僅かな残佑物 を収り除い た 。 険股は訓かな断文が他I~
数 に入 っ た状態のため不用訟に溶剤 を使川す ると 浴けた材料が断文の 111 に人り込み、杓れを拡大する 危険
があ る ため注意が必要であ る 。 (P87)
6 パテ剤を取り除く と 黒色の充康剤が詰め込ま れた亀裂がJJけれた 。 背 T!'J i側の亀裂には充J使 されて い な い
材料であ る ことからパテ剤が使川 さ れ る 以前におこなわれた修似の際、充成 さ れた材料 と 考え られる 。 1箪
かに水分を含ませると表面か ら ゆ る み始め る特,,,生があ るのと 、浴け ると 同時に独t.『の火いがあり）j蓼と 名：え
れた 。 烈色の由来は何らかの顧料が合 ま れてい ると い う より 未粕製の ）l蓼を使川した ものと 考 えら れ 'r,J 0 
な おパテ材 と黒色充壌材は束ぶ文化財1in:究所の早川典（氏に分析を依頼した 。 分析の結朱か らパテ材はガ
ラスバルーンが含まれた充取材であり、黙色充渡材は膠の 11J能性がj•,":j い事が判明 した 。 (P88) (P89) 
7 亀裂附の充瑣材はすべて除ムするポにしたが、亀裂が帝災 まで闘辿して い る ため作菜に先立． つて苫災
のビロ ー ド をはず した 。 痛んだ繊維部分は背面か ら和紙の小片で補強し 、 さらに令休に利紙 を災打ち した
状態で保存した。
8 充成された黒色の膠は水分で軟化 さ せ除去す る砧 とした。 小型のハ ン ドドリルで 1 ミリ牙聞の 穴 を 作
り、この穴に水を含ませ膠を膨潤させながら徐々に削り除去 し た 。
9 充瑣剤 を除去する と大 きな亀裂が現れた。 フタの 1 1rn;-J97センチに対しこの亀裂は65センチの 長 さ があ
っ た 。 正面から左面にかけての歪が激しく最大で水平方向に 3 ミリの隙間が生じ、垂直方向に 1 ミ リ の段
差が見られた。 壺背面側は甲面の反り面に縦方向の大きな亀裂が生 じ、そのまま伽l板の接合部 を押 し）ムげ
た状態で固定されていた。
10 玉緑に取り 付けられた 4 本のラミン と思われる丸棒は修復材料として不適切と 考え、刃物で全て 削り
落と した 。
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11 貝と蒔絵に固着 している白濁した被膜は非常に強固で、溶剤をテス ト したがアルコールで僅かに落ち
る程度で、かんばしい効果は期待できなかった。このため貝の際部分に固着した固まりは刀で削り落と し
ながら純水を含ませた綿棒で崩すようにしながら除去した。 この部分についても査料を採取し分析を試み
たが変質が傲しく同定は困難であ っ た。 (P90)
12 蒔絵部分に付着した被膜も同様に時間をかけて純水と綿枠で被膜を膨泄l させながら除去 した。この部
分は微既只の仕立の上に平蒔絵を行い、さらに黒漆と金の付1贔 と してい るため、靡捺に よる摩耗の危険が
伴い、作業には最大限の神経が要求さ札た。 (P91)
13 塗膜表面の劣化に対しては摂呂色漆に生正味漆を混ぜ合わせた漆に適帖の浴剤 を加 え 、 貝を汚さない
よう配應しなが ら 、蒔絵筆で細かな断文に漆を浸透させた。 この作業を漆の涙度を変え ながら 3 同繰り返
し行う恥で艶と強度を回復する こと ができた 。 (P92 ) (P93) 
14 本作に兄られる段差 をともな っ た木地の亀裂は、乾媒による木質の総休柏の減少が原因である 。 当
初、 加湿による修正を試みたが十分なJI多状の 阿復が期待で きなか っ たことか ら、外からの圧力による修正
は不可能と判断し、充埴によ る 安定を選択した。 まず充取すべき 亀裂の周辺 を補強するため溶剤で訥めた
裂漆を含浸 した 。 塗膜が安定したのを確認した後、亀裂部に変漆に麻の繊緋 と エゾマツの木粉を混ぜ合わ
せた刻苧を充瑣した。 刻苧 は一度の充J渡で乾く）旱みに限度があるため数 l11I に分けて行っ た 。 塗 ）l葵よ而に近
くなるに従っ てより細かな木粉を1史）=11 し、表面処理に備えた。
15 刻苧の充壌により木地が安定したのを確認した後、俵iJ 落した具の接牙＇＇［ と塗股の接粕を行った。 蔽只の
桜 牙•',- には、協煎した粒膠を使用し、合浸の 際、 1鰍かにアルコ ー ル を 混ぜることで浸透性 を j•,' : j めた。
(P94) 
16 塗膜の接珀には水練りした小麦か ら グルテ ンを 打11 ,~I·', し、 生漆を混合した亥漆を 1史川 した 。 漆との混合
の際扱い にくく 、でんぷん質が抜けているだけ水分址が少なく 乾 き が遅く なるなど欠点はあるが）IJL理が細
かく、浴剤に変1黍を浴いた院にも分離が少ないなど、菰い塗膜の亀裂部への合浸には布効である 。 (P95)
17 ナイフアーンの形態にあわせた木枠を制作し、この中 に名怜物 を 固定させ、木製の丸棒のテ ンションを
利川 して剥離部を定箸させた。 非常に曲面の出入りが激しい形態のため複数の丸棒が安定した状態で固定
できるよう工夫が必要であ っ た。 剥離部と丸棒の間には安全かつ確実に接牙介できるよ うに、樹脂板やビニ
-)レなど 4 層の材質を重ねた緩衝材を挟んで押 さえ込んだ。 (P96) (P97) 
18 l判 り落とした玉縁の復元にあた っ ては、本体上での作業が周辺を痛める危険が高いので、 甍側板のア
ールにあわせた石督型を作り、漆を染みこませた麻紐を二本心材と して巻 き 付けた後、 1 ミ リ 厚の銅板で
引 き型をつく り数回に分けて下地を引いた。 下地が所定の厚みに達した後、石背に水分を含ませ玉緑を取
り外し、彫金用の鑢で形態を整え麦漆で貼り付けた。さらに本体との隙間や不足分は刻苧で充填 し、下地
を箆付けし形態を整えた。 (P98)
19 欠損した塗膜の修復ついては、修復部分が明快に見分けられるが全体と して鑑賞の妨げと ならない よ
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う配慮した。本作は塗膜にほとんど艶がない状態であ っ たため、ごく微粒の 卜地 を 麻 きつ け ることで対応
した。脚部などは作業台から浮かせる必災があるため不安定になりがちな形態に配應 し、文える木枠 を ―­
夫しながらの作業となった。 ド付け漆に生漆と 呂色漆を混合した呂瀬漆を使川 し、 t枠を使い珪藻しの蔽
も細かな粒度の微粉を蒔い た 。 (P99)
20 下地に呂瀬漆を浸み込ませ、 紙で吸い取 る l,'il めの作業を数 1 1 1 1 紐り返し適度な色と艶を持たせた。
(PlOO) 
21 蓋の傾きおよび緩みにはテーパ一をつけた桧の源板を作り、 これを菟と柱とを接合する 部材 との間 に
嵌め込み麦漆で1妾布した。
22 保管しておいたビロードを所定の位協に貼り灰 した。 修後のためイ·Wかに不足した部分には綿索材のビ
ロ ードを染色したものをつなぎ合わせた。 盗翌の内側は木地が鼻, , ,, した状態のため、湿炭の変化を受 け
すいことから内張を戻す前にごく 菊い漆 を染みこませ、 糊貼り に よ る 水分の彩糊が誠小限 となるよう 心が
けた。
23 雛壇の ビロ ー ド は各所でほつれや剥離が辿行していたため、 iI: 魃糊 を 小筆で隙 I川 に染みこませ軽く 押
さえ込むこととした。
24 最後に剥落の刊発防」 I ·. として具や即l莫の際に微鼠の下地をつ け、 ふき 取り を行い修似を .).ご 了 した 。
材料および構造の確認
蛍光X線による蒔絵粉と 正面錠前の金具の分析 と X綜透過撮彩による本地枯造の確認を行 っ た 。
金属分析は正面と菟翌の 1L\\絵の 中 か ら 色，翡lや粉の沌さの遥いをもとに 9 カ）祈 を 、 また金具 は 4 カ 所を選び
計測した。
分析の結果はつぎの辿り である 。 (PlOl) (dx 1) 
衣 l J瓜恥；、'i絵螺釧ナ イ フポックスの＇並光 X綜分析粘呆
X 線強｝父 (cps) 材料の化'/:lll.J成 (w t% )
No. 測定部位 ・ 色 カルシウム 鉄 銅 1 11 1鉛 鋲 錫 金 水銀 打えられる材料 令 銀 釧 'llij:) 
Au Ag Cu Zn 
1 正面蒔絵左上 霙茶色 105 1 202 3 72 5 0 2 Cu-Zn (貞鍮）粉 79 21 
2 正面蒔絵中央 雲灰色 52 3 38 4 ] 1 2 3 9 Cu-Zn UH~) 杓｝、 (Sn杓｝？） 79 21 
3 正面蒔絵中央左牛舎屈根 93 I 5 5 0 1 3,1. 8 Au -Ag粉 98 2 
3' I 81 I 10 8 0 2 40 8 Au - /\ g粉 97 3 
4 正面蒔絵中央帆 26 5 6 6 0 2 8 3 1'12 7 Au ・ Ag粉、 (Sn粉？） >99 < 1 
5 正面蒔絵中央水 J J2 8 1 l 0 2 1 7 
6 正面蒔絵中央右 右人物
82 8 31 3 7 0 24 4 Au ・Cu粉 94 6 
螺釧上の不描
7 正面蒔絵中央下土般部 47 0 51 5 16 0 0 2 82 2 Au ・ Ag粉、 Cu -Zn粉 99 .I □⑬ I l 
8 正面蒔絵左下波頭 85 2 3 5 0~ 26 4 /¥ u -Cu粉 96 3 
9 器正面右 花文様 32 8 87 8 4 8 33 6 Au ・Cu粉 97 3 
10 正面錠金具身 2 1 2076 9 0 2 Cu材 >9 
11 菟正面金具 5 1 2038 2 0 2 Cu材 >9 
12 壺正面金具環 16 0 727 8 214 7 0 2 Cu - Zn材 83 17 
13 身合口部金具 1 6 1468 6 0 2 3 7 Cu材、 （鎖銀 ？） >9 
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No 3. は辿誤の牛舎の屋根部分であるが、あらい丸粉が使用され、僅かに青みを帯びて見 える 。 測定結
果は97 ~ 98%の金に 2~3%の銀であ っ た。饉かな銀の含有羅であるが、色相の違いは明らかであ る。
No4 は帆船の帆の部分であ るが、金の槌If きが強い部分であ る 。 99%の金に 1 %の銀であっ た。
No6. 8 .9 までの金粉か らは 銀が検出 されず94~97%の金に対し銅が 3~ 6 % とかなり 強い銅の反応
があ っ た 。 No4 の金に比べ明快な金色の追いは感じ られないが、 ｛箪かに赤みが感じ られる。
No2 の I生の雲は輸出漆料の 中 でも 風恥灼絵の場合必ず使川 される技法と材料であるが、分析以前は腐
食が辿んだ銀粉との見方が定説であ っ たが、分析糾呆は79%の銅に21%の 1lli.鉛の 数イ11'( となった。 つ まり 真
鍮粉の使用が確認された。
Nol は雲の 中でもやや赤みのある部分であり 。 漆が削 ＜ 倣 っ た f ll 粉である 。 測巫の紺戌はNo 2 と 同じ
の多jii] と ~ Ii鉛の反応かあり 、真鍮 を瓜料 とした 'V- 11 粉もイf府していたことが‘判明 した。 ）リi々で1紐かに見える
金色が‘片初の真鍮の色であることからから、 制竹 , 11, 初の空は明 る＜ 抜け
る。
銚金具は、森の部分に真鍮材を使川 し、本休お よび飾金具は仝て帥l材 を使川 し て いた。
次にX線透過勾真の・撮彩か ら得られた＇情報をもとに内部の木地朴'{込の解読を試みた。 1放彩は頂」．部か ら 1
カッ トと 右側面iから 3 カッ ト に分けておこな っ た 。 (Pl02 ) (Pl03) 
葱部 は尖J各と菟からなる 。 尖 J各 は 2 つの部材か らなり、苦裏にある 叫j状の部材で杵とつながると ともに
菟を挟むようにして固定されている 。 菟 I部はふ＜らみのある L部 と ）入り 1川の部分の 2 つの部材か らな
る 。 亀裂の方 11 ,1 から判断すると縦木を捕削應で挽き、糾み合わせて い ることが分かる 。 杢 「I が不明瞭なため
確ク上は 出米ないが）ム葉樹材 を使川 してい ると 考え られる 。 硲翌は桧材 を横）ii―1 1] に木 II を合わせる ように 8
個繋 ぎあわせ、 内部を竪で削 り落とした後、外イ則のみ籠Iり菰挽きとし、」一．部と接合していると考えられる。
胴部は桧材を縦方向に 8 材繋 ぎ）厚めの版板 を 貼 り付け、 菟 lfiJ様 に外側 を 軋應轄挽 きと している 。 5 段に重ね
られたひな墨は最下段のJII吋に接する部分で 5 本の和釦によ っ て本1本 に 固巫 されている 。 内剖3 は小割の桧の
板材をつなぎあわせた 4]府 の隔虹で1」切 られ、）底部分は 3 イllil の リ ングが壁と壁を支えている 。
隔堕は最も外側のもので48本、 1人湘ljのもので18本の板材を繋いでいる 。 釘の影が令＜兄えないことから、
接合には膠のみが使用されたものと考え ら れる。
基部は削111 と座、 基台 、 脚の 4 つの部材に分けられる 。
肌：l1 と座は仏葉樹材の帷輯引 きとし、基台と ）Ii、II は針葉樹材を使用している 。 基台の底裂から金属の丸棒が打
ち込まれ座と 軸が基台 と強固に紺まれているのが分かる。底裂には丸枠を打ち込んだ穴を隠す よ うに金具
が打たれて いる 。
削!1 は）)I吋部 と接合する部分で角柱に加工された上、 二枚柄継で胴部に組まれてい る。
修復後、 命Ill部の寸法を測定 し三面図を作成 し た。さら にX線撮影から得ら れた資料をくわえ 、 木地構造を
より理解するために断面図を制作 し た 。 (Pl 04 )
最後に所蔵館の湿度環境を考應 し、 十分な厚みの桐材で保存箱を制作 し た 。 内部の底板は取 り外し式と し
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て、 65% に訓整した訛h/11t材が 2 11;1ilJI よう設計した。 また、生成の 1F.糾で油平を mり作 した。 ）I多状が複雑
なため叫頂部と胴部川 パ一 ツに分けて制作 した 。
おわりに
近世の輸出漆器の担イ幼状態 をみると 、国内のイぷ 1 11: i'1, と 比べ1呆イ伐詞位の追いからであろうか、 本地の極端か
収縮か らくる損傷が多く兄受けられる 。 また、安紗な修似のために史に似みが進行したものも少なくなし
ようである。それ故、経験したことのない損1蒻状態を 1)1j にして、修似を担‘片するものにと っ ては新たな発
想と技術が要求されてい るのだと痛感している 。
今回の修復を通じて得られた当 II寺の高度な技法や材料の種類の多様甘：は、興味深い査料である 。 また、 視
資料は輸出用ではあ っ ても工芸品と して高いレベルを維持しており、現代の人々にも感銘を与えるもので
あったことが確認できた。本稿が今後の輸出漆器の研究の一助となれば幸いである 。
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On the Restoration of "Fukei Makie Knife-urn" 
in the Collecbon of The Ashmolean Museum, Oxford 
Inventory number: 1996-17 
Period: Early 19th century 
Measurements: 
Diameter 32. 5cm Height 7 4cm Weight 4230 g 
nservator: Katsumata Satoshi 
KATSUMATA Satoshi 
Urushi Conservator 
The restoration of "Fukei Makie Knife-urn" (a knife-urn with a design of a port and its surroundｭ
ing landscape in makie) in the collection of The Ashmolean Museum, Oxford was conducted as a part 
of the Project for Conservation of Works of Japanese Art in Foreign Colections from June 2001 to 
March 2002 at Restoration Studio 1 of the national Research Institute for Cultural Properties, Tokyo. 
The first year was spent mainly in cleaning and reinforcing the urushi coating and examining the 
tructure and decorations, while the second year was spent in restoring the wooden substrate, treating 
the surface and making a drawing of the structure of the urn. 
Description 
"Fuke｣Mak｣e Knife-urn" (hereafter referred to as "the Object") is a wooden, black urushi-coated 
torage box for cutlery with the body in the shape of an amphora, a movable lid and a rectangular 
tand. The entire surface of the Object is decorated with usugai raden (thin shel inlay) and there i 
a design of a port and its surrounding landscape in makie at the front. 
There are two knife-urns of the same shape as this Object in the colection of the Peabody Essex 
Museum in Salem, Mass., USA. From the end of the 18li1 century to the beginning of the 19u, century, 
Holand chartered American ships several times to avoid attacks from British ships and continue 
trade with Nagasaki. According to the inventory of the Museum, one of these ships was "Margaret" 
(Capt. Samuel Gardner Derby) which sailed into Nagasaki in 1801 bearing the flag of Holland. 
Records show that there were many knife-urns exported from Nagasaki on this ship together with 
many urushi ware, ceramics and furniture. The Object is thought to have been one of the knife-urns 
and is very important as an export urushi ware whose year of manufacture may be determined. 
It is believed that the word "urn" is used in the name of the Object because of its shape, which is 
similar to that of ancient Greek amphora, an urn used to preserve wine. The popularity of the 
neo-classic style of design in Europe during the 18t11 century is thought to have influenced the shape 
of this particular knife-urn (Photos 13 and 72) 
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Structure and Details 
The lid consists of a dome-like section, a side panel, and pire-J i ke structure (hereafter, the spire) 
at the top. The upper part of the dome-lik . Th 
with oval motifs markin and their 
insides are sprinkled with finely crushed thin abalone pieces. On the mijingai are various d 
as vases, flowers or their combination, done in hiramakie. At the fronl of the body of th 
pieces. In the oval, a landscape that 
The sailing ship in th 
flower-and-leaf rop 
gold hiramakie divide the foot int 
thin shel pieces ar 
The stand is rectangular, as opp 
Japanese style. Kirigai lines mark th 
of flowers and leaves on a branch. 
There are fine line carvin 
md the cannon 
i of th 
rated with 8 tassels and 
found on the lid. Smal flowers made of thin shel 
foot and the ba 
upper and lower sections is a decoration of 
n the lid, while smal flowers also usin 
urn, with 4 legs in 
urved face is a pair 
of the flower-shaped shel pieces, making th 
n the Object can be categorized into some ten typゞツ ，
including Japanese apricot, cherry blossoms, Chinese bel !flowers and peonies. Al of the thin shel 
pieces are made of abalone shels. The shel pieces are not broken into smaller pieces even in th 
curved portions; instead, they were processed into a thickness of approximately 0.08mm to 0.1mm 
(Photo 73) and fixed to the surface of urushi on which animal glue was first applied. By pressing th 
iron, moisture in animal glue would evaporate and th 
instantly hardened animal glue would cause the shel pieces to become fixed firmly. 
and when itreaches th 
highest point, 2 small pieces of curved wood atached at the botom of the inner rod flip out to work 
as stoppers. To close the lid, the stoppers are pushed and the weight of the lid causes the inner rod 
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to return to its place within the outer rod. This is a very skillful structure. The inner side of the lid 
nd the surface of the inner rod is decorated with nashijifun and finished with polishing (Photo 7 4). 
The top part of the body is made of a concentric five-tiered stand with a total of 64 different sized 
holes so that twelve sets of silver cutlery of various sizes, such as knives and forks, could be stored 
with the tips facing upward. These tiers and the inside of the holes as wel as the inner side of the side 
panel of the lid are covered with green velvet that has been lined with Japanese paper (Photo 75). 
On the inside of the Object, on the back of the face with the landscape, which can be seen only from 
the opening made by the holes, are 3 rows of inscriptions in Chinese ink that seem to read, from the 
right, 丑と し ， l扉llfiij a nd 泊友作之．〇n the inside of the front of the lid also are 2 leters in Chinese ink, 
四 (four) and 前 (front) , which are believed to indicate serial number and alignment respectively. 
Professor Oliver R. Impey of The Ashmolean Museum introduces 5 knife-urns, including the Object, 
in an article in Oriental Art published in 1998. He mentions an inscription referring to a craftsman 
named Kiyotomo (消友） in one of the knife-urns, a privately owned one. Ile introduces Kiyotomo as 
a woodworker and suggests that the two urns must have been made by the same person (Photos 76 
and 77) 
onditions before Restoration 
The dome-like section of the lid had become detached from the side panel at the front while there 
was a large crack on the back of the lid extending from the dome-lik Lion to the side panel. These 
damaged parts had been filed and covered with yelowish white foundation. In order to make this 
foundation level with the original coating, water resistant sandpaper had been used, causing tremenｭ
dous damage to the surrounding original urushi coating (Photos 78 and 79) 
When observed from the inside of the lid, the large crack at the back mentioned above had 
penetrated al the way inside and the velvet lining had become torn as we] (Photo 80). A black 
material used to fil the cracks was observed along the edge of the velvet. The lid was held in place 
by the inner square rod mentioned earlier and the spire al the top. However, because the atachment 
was inadequate, the lid tilted forward. Furthermore, the lid would rotate easily and it was difficult to 
keep the front of the lid in line with the front of the body. 
The rim at the bottom of the lid was made by raising the foundation and shaping it with a flat 
metalic board on which the outline of the rim was carved, but many cracks and missing parts had 
appeared in several places due to the opening and closing of the lid. Wood, chemical adhesive and 
andpaper had been used to repair large mising areas by imitating the shape of the rim. For this 
reason, the surrounding urushi coating was also polished and the foundation was exposed. When the 
riginal foundation around the top edge of the side panel of the lid was observed, it was found that 
layers of foundation, each with different sized particles, had been applied twice to form a foundation 
with the thicknes of about 0.7mm. Compared with urushi foundation, this foundation is weak against 
moisture and for that reason is thought to have been made with animal glue (Photo 81). 
The shel pieces used for decoration had become lifted at various places and many were already 
missing. The edges of the shell pieces on the surface of the side panel of the lid had become worn down 
from excess polishing in the process of maintenance. Also, the surface was covered by a thick white 
L 
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cloudy film that made the color and shine of the shels and makie dull. The same kind of treatment 
ration. Itwas assumed 
that the coating material used to stop the liftin 
lost its translucency (Photo 82) 
had degraded, changed in color and 
f the body had faded significantly, and what had originaly 
al 
flowing clown the surfa ating, and drying. A cl 
terioration of the urushi coating such as this is very 
serious, and oiliness and moisture of the hand may cause irreparable damage, even with a sl 改ht touch 
(Photo 83) 
The urushi coating on the f 
drying of the wooden substrate. At the section where the foot and the body are joined, animal glue had 
here. 
The deterioration of the stand was especialy drastic. There were micro-cracks and it appeared 
that these cracks were filed with some ki.nd of dirt. Most of the urushi coating on the legs had becom 
lifted, together with the foundation, from the substrate, possibly because of moisture (Photos 84 and 
85) 
Restoration 
Restorat10n was conducted in accordance with the principle of maintenance of the present 
condition applied to the conservation and restoration of designated cultural properties in Japan. 
Details of specification were discussed with Kato Hiroshi, Head of the Technical Standard Section of 
the National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo and Dr. Oliver R. Impey of Th 
Ashmolean Museum. 
of restorat10n. 
、 "f repair, which was unfinished, intended to recoat th 
entire surface, it was decided that al the repair material would be completely removed and th 
Object returned to its original stat 
2. The shel pieces that had become lifted or were Jost would be refixed only and no new pieces would 
be added. 
3. Lost metal fittings would not be remad 
4. The urushi coating would not b 
it is. 
its original state; shitaji foundation would be left a 
It was also decided that any problem Lhal may arise in the process of restoration would be discussed 
among the members concerned and restoration method would be reviewed accordingly. 
Process of Restoration 
1. The entire Object was cleaned with a brush. Dust left in the corners and inside the lid was brushed 
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f. 
2. The Object was then cleaned, litle by litle, with a bamboo spatula that was wrapped with a cotton 
loth moistened with pure water. 
hel pieces and urushi coating in danger of faling were temporarily fixed by pasting smal pieces 
f gamjJi paper with wheat starch past 
4-. Foundation material covering the cracks on the lid was scraped of, litle by litle, with a knife 
(Photo 86) 
As the urushi coating appeared, foundation material stil remaining on the surface was removed 
with a cotton swab slightly moistened with ethyl acetate. This was clone carefully so that the 
]vent containing foundation material would not spread to the surrounclin 
numerous rr廿cro-cracks on the urushi coating, there was a risk of the contaminated solvent 
permeating into the cracks. For this reason it was necessary to use the solvent carefuly (Photo 
7) 
6. When the foundation material was removed, cracks filed with blac k 訓 ing material appeared 
(Photos 88 and 89). Since such a material was not found on the cracks at the back of the Object, 
it was believed that the black material had been used before the foundation material was used. 
Furthermore, the black material began to soften from the surface when moistened and gave off a 
mel. For these reasons it was thought that animal glue had been used and that the black color 
was caused not by a pigment but that it was the color of unrefined animal glue. The foundation 
material and the black filling material were analyzed by Hayakawa Noriko of the National 
Research Institute for Cultural Properties, Tokyo. As a result it was found that the foundation 
material contained glas balloon and that there was a great posibility of the black filing material 
being animal glue. 
7. The filing material was completely removed from inside the cracks. However, since the cracks 
ran through to the inside of the lid, the velvet inside the lid was first removed. The damaged fibers 
of the velvet were reinforced with small pieces of Japanese paper. The velvet was further lined 
with Japanese paper and stored. 
The black animal glue that had been used as filing material was softened with water and removed. 
A hole approximately 1mm was made with a small dril; water was added to swel and soften the 
animal glue so that it could be scraped off litle by littl 
9. After the filing was removed, large cracks appeared. Whereas the circumference of the lid was 
97cm, the length of the crack on the front of the lid was 65cm. The crack was very severe from 
the front to the left side, the largest part being 3mm wide and 1mm high. On the back of the lid, 
there were two large cracks. 〇ne of them, a vertical crack, extended from the curved face of the 
lid to the side panel; the other was found along the joint of the lower curved section of the 
dome-shaped lid and the side panel. 
10. Since the 4 wooden sticks attached to the rim was considered inappropriate as a restoration 
material, they were completely carved off with a knife. 
1. The white cloudy film fixed firmly on the shel pieces and makie were very hard to remove. Several 
olvents were tested but only a litle could be removed with alcohol and no promising effect could 
be obtained. So the film firmly fixed along the ed f the shel pi 
were taken of the film for analysis, but it could not be identified becau 
(Photo 90) 
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was first scraped off with 
12. The film on the ; 航alzie was also removed in a similar way by softening and sweling it with pur 
water and cotton swab. Since this portion was decorated with hiramalzie over m切れgai and sin 
there were Jines drawn on the hiramakie with black urushi and gold, there was a great risk of wear 
special care was needed for this operation (Photo 91) 
f the urushi coating, a solvent was added to a mixture of 
with a 
f the wood due t 
was not possible, stabilzation by filinQ: w 
confirming that the urushi coating was secure, lzokuso, a mixture of hemp fibers and spruce wood 
powder in mug臼り祝shi, was filed into the cracks. Since there is a limit inthe thickness of kokus 
that can be applied at one time for it to dry, it was applied several times. At the same time th 
me stabilzed from filing kokuso, the falen shel 
pieces and urushi coating were fixed. To fix thin shel pieces, double boiled grain-type animal glu 
was used. By adding a litle alcohol to it, the animal glue was made more permeable (Photo 94) 
16. To fix the urushi coating, 1仇ug臼げushi made by adding l,i-urushi to gluten, which is produced by 
kneading flour in water, was used. The disadvantages of this adhesive are that it is difficult to mix 
with urushi and that it takes time to dry since the lack of starch component means that there i 
less moisture in mugがurushi . However, the advantages are that the texture is finer and that it d 
not separate much even when a solvent is added to it. For these reasons, it is very effective when 
impregnating into cracks on thin urushi coating (Photo 95) 
17. A wooden frame was made to fit the shape of the knife-urn and the Object was secured in thi 
frame. Using the tension of shimbaガ stic ks, the lifted parts were press stabilized. Since the shap 
of the Object is very complex with many curves, it was necessary to devise a way to press stabiliz 
by using many shimbari sticks. In order to press stabilze the lifted parts safely and precisely, 4 
layers of synthetic resin sheets including polymethyl metacrylate and polyvinyl chloride were used 
as buffer material (Photo 96 and 97) 
18. To reproduce the rim that had been removed, a plaster mold of the side panel of the lid was madゞ9
since working directly on the Object may cause damage. Two hemp ropes soaked in urushi wer 
wound around the mold to form the core of the new rim. Then foundation material was applied to 
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the core. Next, a copper plate 1mm thick cut into the shape of the rim was used several times to 
make the new rim. Once the foundation had reached a certain thickness, the plaster was moistened 
to remove the rim. The shape of the new rim was adjusted with a metal file and 加嬰urushi was 
used to attach the rim to the side panel. Kokuso was filled in spaces between the body and the 
reproduced rim. Foundation was further applied with a spatula and the shape was adjusted also 
with a spatula (Photo 98) 
19. In the restoration of the lost urushi coating, care was taken so that the restored portion would be 
clearly recognizable but that it would not disturb the overal appearance. Rose-urushi, made of 
ki-urushi and roiro-urushi, was first used as shitazuke urushi, which serves as an adhesive. Since the 
urushi coating of the Object had almost no gloss, finest particles of diatomaceous earth were 
prinkled with a brush to make the foundation. In order to restore the legs, the Object had to be 
lifted from the working stand, making the Object unstable. So extra care had to be taken (Photo 
99) 
20. Color and gloss similar to those of the original were obtained by alowing rose-urushi to permeat 
into the foundation and then absorbing excess urushi with paper (Photo 100) 
1. To repair the tilt and looseness of the lid, a thin cypress board with a taper was used. It wa 
inserted between the joint of the lid and the inner rod and fixed with mugi-urushi. 
2. The velvet that had been kept stored was returned to its original position. Cotton velvet was dyed 
and used for small sections where the original was mising. In order to protect the exposed inner 
ide of the substrate of the side panel of the lid, from the efect of humidity, very thin urushi wa 
made to permeate into the wood before re-lining. Care was taken to minimize the efect of 
moisture from the pastゞ・
23. Since the velvet on the tiered stand had become raveled or lifted, fresh wheat paste was applied 
to the spaces and the cloth was lightly pressed. 
24. Finally to prevent further lifting and falling of the urushi coaling, a small amount of foundation 
was applied to the edges of the shel pieces and urushi coating. Excess foundation was wiped of. 
Thus, the restoration was completed. 
Table 1 X-ray Fluorescence Spectroscopy of " 1う',{,ke£Mak£e Knife-urn" 
X-ray Intensity (cps) Chemical Corn(w osi%tio) n of Materials t No. Part AnalyzedｷColor Possible Material 
Ca-l<a Fe-I<a Cu-Ka Zn-Ka Ag-Ka Sn-I<a Au-I<fJ Hg-K[J Au Ag Cu Zn 
1 Front mal,ietop left,cloud,brown 105 1 202 3 72 5 0 2 Cu-Zn (bras) powdet 79 21 
2 Front makie,center,cloud,gray 52 3 38 4 14 2 3 9 Cu-Zn (bras) powder 79 21 
3 F「onl ma/ie,center lef,rof of cowshec 93 1 5 5 0 1 34 8 Au-Ag powder 98 2 
3' ” 81 1 10 8 0 2 40 8 Au-Ag powder 97 3 4 Front ma/zie,center,sail 26 5 6 6 0 2 8 3 142 7 Au-Ag powder >99 < 1 
5 Front ma/ie,center,water 112 8 4 1 0.2 1 7 
6 Front inakie,center,person on the
82 8 31 3 7 0 24 4 Au-Cu powder 94 6 right, h£ran碑ie line on raden 
7 Front inakie,center botom,embankmen 47 0 51 5 16 0 0 2 82 2 Au-Ag/Cu-Zn powder 99 1 82 18 
8 Front 切a!?ie ,bottom left.wave~ 85 2 3 5 0 2 26 4 Au-Cu powder 96 3 
9 Lid,front right flower patern 32 8 87 8 4 8 33 6 Au-Cu powder 97 3 
10 Front metal fiting,body 2 4 2076 9 0 2 Cu material >99 
1 Licl,front metal fiting 5 1 2038 2 0 2 Cu material >99 
12 Lid, front metal fiting, ring 16 0 727 8 214 7 0 2 Cu-Zn material 83 17 
13 Body, top metal fiting 1 6 1468 6 0.2 3 7 Cu material >99 
Analysis by Hayakawa Yasuh1ro 
"Fuke｣Malz｣e Knife-urn" 181 
Confirmation of the Materials and Structure 
During restoration, mak｣e powder and metal fittings at the front were analyzed by X-ray fluor,---
Materials of variou 




Jd with 2 to 3% silver 
99% gold with 
Gold powder in 6, 8 and 9 did not contain any silver. It was found to be 94 to 97% gold and 
3 to 6% copper. Diference in gold is not as apparent as it is in No. 4 but it is slightly orange in tint. 
words, it wa'-
coated with urushi. Analysis al 
With regard to the metal fiting, bra 
copper is used for its body and decorative part. 
mposite of bronze and zinc, proving that 
ld color stil seen at places on the cloud 
ky must have been very bright. 
ring at the front of the side panel whil 
X-ray radiography was taken of the inner structure of the substrate. Four photographs were taken, 
one from the top and three from the right side (Photos 102 and 103) 
X-ray radiography showed that the lid actualy consists of four main parts: spire, dome-lik 
section, cambering section and side panel. There are two sections to the spire. The spire and a 
cylindrical member on the inside top of the lid hold the lid in place. The cylindrical member in turn 
connects to the inner rod. Judging from the direction of the crack, it is clear that wood cut horizonｭ
tally was shape formed on a turning wheel and assembled. Since the grain of the wood is not clear, 
it is not definite but the material used is believed to be from a broadleaf tree. For the side panel, 8 
pieces of cypress wood are joined with the cut ends facing each other. The inside of the panel i 
chiseled of; the outside is shape formed on a turning wheel. The side panel is finally joined with th 
rest of the lid. 
The body of the Object is double structured. Th 
placed with the cut end facing up. The bottom board 
on a turning wheel. The inner body is cornp 
mposed of 8 cypress boardッ，
uter body is made of a thick piece of 
made of cypress and the tiered 
stand. The outermost cylinder is made of 48 boards while the innermost cylinder is made of 18 board 
182 
There is no sign of nails having been used, so it is believed that animal glue was used as adhesive. 
There are 3 rings at the bottom of the inner body to hold it in place. The tiered stand is attached to 
the outer body by 5 long, square forged nails. 
The lower part of the Object that supports its body is divided into four parts: the foot, base, stand 
and legs. The foot and base are made of a broadleaf wood and shape formed on a turning wheel. The 
tand and the legs are made of coniferous wood. A round metal rod is hammered in from the bottom 
of the stand to attach it to the foot. A metal fiting hides this metal rod. The part of the foot that is 
joined to the bottom of the body is processed into a square rod and attached to the body with 2 tenons. 
Details of the Object were measured and drawin 
restoration. Furthermore, data obtained from X-ray radiography were also used to make a drawing 
of the section of the Object in order to faci]itate understa ndin只 of the structure of the substrate 
(Fig. 13) 
Finally, taking into consideration the environmental condition of the Museum, especialy its 
humidity, a storage box was made from thick paulownia wood. The bottom of the box was made in 
a double structure and the inside board was designed to be removable so that 2 moisture controlling 
agents could be placed to maintain 65%RH. A silk cover was also made for the Object. Because the 
hape of the Object is complex, this cover was divided into two part 
Conclusion 
A look at the condition of dama 
dama 
made, which was obtained through the restoration of the knife-urn, is very interesting. In addition, this 
Object is an outstanding craftwork, even though itwas made for export, and impresses viewers even 
today. The present author hopes that this report may help in future studies of urushi ware for export. 
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